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For English Manual
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https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/html_en/
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第 1章

概要

R-CCSと Oracle Cloud Infrastructure(OCI)間に専用回線を開設しました。
富岳および HPCI共用ストレージをご利用の方は、「Oracle Cloud FastConnect Service」を申請することで
本専用回線を利用することができます。
本サービスを利用することで次のようなメリットがあります。

(1) R-CCSと OCI間の転送をよりセキュアに利用できます
(2) OCIからの読み出しと書き込みに要する転送料金が無料になります
(3) R-CCSから発行されたプライベート IPアドレスを利用してセキュアにインスタンスを利用できます

「Oracle Cloud FastConnect Service」の利用には申請が必要です。
また、ご利用者様が契約されている OCIテナントと、本サービス向けの R-CCS OCIテナントとを接続が必要
です。
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第 2章

ご利用する際の注意点

FastConnectは Oralce Cloud Data Center Japan East(Tokyo)と R-CCS間の専用回線を利用するサービスです。
ご利用する場合、OCIテナントは必ず Japan East(Tokyo)リージョンに作成してください。
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第 3章

マニュアル

本手順書はWeb形式と PDF形式を用意しております。ご参照ください。

• (WEB版) https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/html

• (PDF版) https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/oracle-cloud-rccs-doc.pdf

https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/html
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/oracle-cloud-rccs-doc.pdf
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第 4章

申請書

申請書は以下をご利用ください。記載に必要になる情報の取得方法などは利用手順をご参照ください。
申請はWebから実施いただくか、申請書を PDF形式で oci-rccs@ml.riken.jpにご送付ください。
詳細は後述の利用手順の「利用申請」をご参照ください。

• Webでの申請

– https://docs.google.com/forms/u/2/d/1xifEL8fxnWHeCjm1WchWqSTn_zZ4fbL-Z7BNmF1wWIk/edit

• 紙または PDFでの申請

– (WORD形式) https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/ocisf-application-form.docx

– (PDF形式) https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/ocisf-application-form.pdf

mailto:oci-rccs@ml.riken.jp
https://docs.google.com/forms/u/2/d/1xifEL8fxnWHeCjm1WchWqSTn_zZ4fbL-Z7BNmF1wWIk/edit
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/ocisf-application-form.docx
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/ocisf-application-form.pdf
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第 5章

障害・メンテナンス情報

以下に障害・メンテナンス情報を記載します。

• https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/maintenance

https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/maintenance
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第 6章

利用手順

OCIでインスタンス (仮想マシンやベアメタルマシン等)を利用される場合は、クラウドネットワークの設定が必
要です。
オブジェクトストレージのみをご利用の場合は、ネットワーク設定が不要になります。
ご利用方法に合わせて以下手順を参考に設定および申請をお願いいたします。

6.1 インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合

6.1.1 申請前準備

接続用グループ (IAMグループ)作成

ご利用者様のテナントと R-CCSテナントとを接続するためには、接続用グループの作成が必要です。
本手順では接続用グループ名を「RequestorGroup」として作成します (異なるグループ名で作成された場合は、作
成されたグループ名
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に置き換えて作業を行ってください)。|本手順で作成したグループの OCIDは申請時に必要ですので、OCIDを取
得して控えてください。

OCIDについて

OCIDはオラクルクラウドのリソースに紐付く IDです。
R-CCS FastConnect向けテナントと、ユーザのテナントとを結びつけて、FastConnectの利用を許可するためには、
ユーザが作成したグループおよびテナントの OCIDを R-CCS FastConnectテナントに紐づける必要があります。

(1) メニューからグループを選択

(2) グループの作成を選択

(3) グループを作成

本例では"RequestorGroup"としています。
入力後、作成を押下してください。

14 第 6 章利用手順
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(4) グループをユーザに紐付け

作成したグループ (本例では"RequestorGroup"をユーザに紐づけてください)

メニューからユーザを選択しご自身のユーザを選択、または右上からご自身のユーザ名を選択し、ユーザ設定に遷
移し、グループを設定してください。

(5) グループ OCIDを取得

申請時に利用しますので OCIDを控えてください。
OCI項目の表示またはコピーを選択してください。

6.1. インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合 15
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テナントの OCID取得

申請に利用するテナントの OCIDの取得します。

(1) 右上のメニューからテナントを選択

(2) OCIDを取得

申請時に利用しますので OCIDを控えてください。
OCI項目の表示またはコピーを選択してください。

6.1.2 利用申請

R-CCSへ以下のフォーマットで申請メールを送付してください。
R-CCS側で FastConnect接続向けの準備・設定作業を行います。
申請後、R-CCS側の準備・設定が完了しましたら R-CCS設定完了メールが返信されます。

16 第 6 章利用手順
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利用申請フォーマット

ご利用いただくためには、申請フォームでの記入または、申請書を提出が必要です。
申請フォームでの記入の場合、メールアドレスや連絡先に間違いがありますと返信ができなくなりますのでご注意
ください。

(1) 申請フォームを利用する場合

以下申請フォームをご利用いただけます。
記載内容は後述の「申請用紙を利用する場合」の例をご参照ください。

• https://docs.google.com/forms/d/1xifEL8fxnWHeCjm1WchWqSTn_zZ4fbL-Z7BNmF1wWIk/edit

(2) 申請用紙を利用する場合

以下より申請書をダウンロードし、情報を記入後 oci-rccs@ml.riken.jpメーリングリストに PDF形式で添付しご
連絡ください。
もし申請情報について不明点などがございましたら上記メーリングリストまでご連絡ください。

• 申請書Word形式: https:///hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/ocisf-application-form.docx

• 申請書 PDF形式 : https:///hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/ocisf-application-form.pdf

申請書記載例

6.1. インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合 17
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■ メール例

To: oci-rccs@ml.riken.jp

Subject: オラクルクラウド FastConnect 利用申請 (<テナント名>)
--

オラクルクラウド FastConnect利用を申請します。

R-CCSから送付される設定完了メール例

割り当て IPアドレスはインスタンス利用を「利用する」にした場合のみ提供されます。

From: oci-rccs@ml.riken.jp

To: <ご利用者様のご連絡先>
Subject: R-CCS Fast Connectを利用する準備ができました (<テナント名> 設定完了連絡)
--

ご利用者様

Oracle Cloud FastConnect Serviceをご利用できる状態になりましたのでお知らせいたします。

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

・R-CCSテナント OCID : .... (後ほど利用者様テナントに接続用ポリシーを設定いただく際に利用します)
・R-CCS LPG OCID : .... (後ほど利用者様 LPGでピアリングを設定いただく際に利用します)
・割り当て IPアドレス: 172.30.XX.XX - 172.30.XX.XX (172.30.XX.XX/XX)

設定につきましては、以下手順をご参照ください。
・https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/html

質問などがございましたら oci-rccs@ml.riken.jp までご連絡ください。
--

R-CCS Oracle Cloud FastConnect Service担当
oci-rccs@ml.riken.jp

6.1.3 テナント設定-コンパートメントおよびポリシ設定

コンパートメント作成

R-CCSテナントとの接続を行うコンパートメントを作成します。
本項で作成したコンパートメントに後の手順で作成する VCN(Virtual Cloud Network)を紐付け、インスタンス (仮
想マシンやベ
アメタル)を作成すると、R-CCSから提要された
プライベート IPアドレスを利用して富岳や R-CCSの HPCI共用ストレージログインノードなどからのアクセス
が可能になります。
また、その際のデータ通信量が無料になります。
本コンパートメント外に作成した (VCNに紐付かない)インスタンスや、R-CCS外からのアクセスは通信量が無
料になりませんのでご注意ください。

コンパートメントについて

オラクルクラウドでは、リソースを「コンパートメント」ごとに分けて利用することが可能です。
コンパートメントごとにポリシーやネットワーク、アクセス権限を設定することが可能です。
コンパートメントは親子関係を取ることができます。
テナントのデフォルトのコンパートメントはルートコンパートメントとなっており、ルートコンパートメント
以外のコンパートメントはルートコンパートメントの子コンパートメントになります。
本手順書ではルートコンパートメント直下に Oracle Cloud FastConnct Serviceのための ReuestorCompコン
パートメント
を作成し R-CCSのテナントと接続することでオラクルクラウドと R-CCS間の専用回線を利用することが可能になります。

ポリシーについて

オラクルクラウドのリソースへのアクセス権限などを設定できます。
Oracle Cloud FastConnect Serviceでは R-CCS管理テナントとご利用者様のテナント間を接続する必要がありま
す。 (次のページに続く)

6.1. インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合 19
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(前のページからの続き)

接続には、ポリシーを利用してアクセス権限を設定する必要があります。
作成ポリシーをコンパートメントに設定することで設定したコンパートメント内でオラクルクラウドと R-CCS間の専用線に
よる
通信 (Oracle Cloud FastConnct Service)が利用可能になります。

(1) メニューからポリシーを選択

(2) ルートコンパートメントを選択

(3) コンパートメント作成を選択

(4) コンパートメントを作成

20 第 6 章利用手順
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(5) 作成されたコンパートメントを確認

正常に作成されたことを確認してください。

ポリシ作成および設定

R-CCSテナントと接続するためのポリシールールを設定します。
前項で作成したコンパートメントと R-CCSテナント間の通信を許可するためのポリシールールの設定を行います。
ポリシでは前項で利用したコンパートメントのコンパートメント名を記載する必要があります。

(1) メニューからポリシーを選択

(2) ポリシーの作成を選択

(3) ポリシーを作成

ステートメントには以下を入力してください。

6.1. インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合 21
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R-CCSテナント OCIDはメールで受け取った値を入力してください。
コンパートメント名とグループ名は、前項で作成したコンパートメントとグループの名前を入力してください。

ステートメント設定内容 (<...>の箇所は適切な値に置き換えてください)
ステートメント 1:

Define tenancy Acceptor as <R-CCSテナント OCID>

ステートメント 2:

Allow group <グループ名> to manage local-peering-from in compartment <コンパートメント名>
ステートメント 3:

Endorse group <グループ名> to manage local-peering-to in tenancy Acceptor

ステートメント 4:

Endorse group <グループ名> to associate local-peering-gateways in compartment <コンパー
トメント名> with local-peering-gateways in tenancy Acceptor

本手順書通りに作成した場合、グループ名およびコンパート名は以下になります。
・グループ名　: RequestorGroup

・コンパート名: RequestorComp

本手順通りのグループ名・コンパート名で作成した場合のステートメント設定内容
ステートメント 1:

Define tenancy Acceptor as <R-CCSテナント OCID>

ステートメント 2:

Allow group RecestorGroup to manage local-peering-from in compartment RequestorComp

ステートメント 3:

Endorse group RecestorGroup to manage local-peering-to in tenancy Acceptor

ステートメント 4:

Endorse group RecestorGroup to associate local-peering-gateways in compartment

↪→RequestorComp with local-peering-gateways in tenancy Acceptor

22 第 6 章利用手順
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(4) 設定を確認

6.1.4 テナント設定-仮想クラウドネットワーク設定

仮想マシンなどのインスタンスを利用する場合は、仮想クラウドネットワーク (VCN,サブネット)設定が必要
です。
設定に利用する割当 IPアドレスレンジは、インスタンスを利用を申請した場合は、R-CCSから送付されたメール
に記載されています。
この項ではコンパートメント内の Virtual Cloud Network(VCN)・サブネット・LPG(ローカルピアリングゲート
ウェイ)・SG(サービスゲートウェイ)の作成を行います。

6.1. インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合 23
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Virtual Cloud Network(VCN)の作成

FastConnectと接続可能のネットワーク環境 (Virtual Cloud Network(VCN))をコンパートメント内に準備します。

VCNについて

クラウドテナント内やデータセンタを含めたネットワークを仮想的に管理するための仮想ネットワーク環境です。
R-CCSのサブネットアドレスを割り当てたネットワーク環境を利用することで、R-CCS内の富岳や HPCI環境から専用線を
利用してクラウド内のインスタンスを利用することが可能になります。

(1) メニューから仮想クラウド・ネットワークを選択

(2) R-CCS向け接続用のコンパートメントを選択

例ではコンパートメントは RequesterCompとしています。

(3) VCNの作成を選択

24 第 6 章利用手順
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(4) VCNを作成

CIDRブロックには R-CCSから指定された割当 IPアドレスレンジ (172から始める管理用ネットワークアドレス
とサブネットマスク)を入力してください。
本例では VCN名を OracleCloudFastConnectServiceVCNとしています。
もし、利用するネットワーク IPアドレスが不足している場合は、oci-rccs@ml.riken.jpにご連絡ください。追加で
の発行を検討いたします。

(4) VCNが作成されたことを確認

6.1. インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合 25

mailto:oci-rccs@ml.riken


Oracle Cloud FastConnect Service, リリース 1.0.3

サブネット作成

サブネットを作成します。
本例ではサブネットと VCNに設定した CIDRブロック (IPアドレスレンジ)は同じものを利用していますが、
利用方法 (セキュリティやルーティングなどオラクルクラウドに構成するリソース)に合わせて VCNの範囲で IP

アドレスレンジを設定してください。
本利用書内では説明しませんが、R-CCS(富岳や HPCI共用ストレージ)以外からの利用を行う場合は、publicアク
セスを許可し、コンパートメントに InternetGatewayを作成、ルーティングなどを設定して外部アクセスを許可し
てください。

サブネットについて

VCN内のネットワークリソースをネットワークレンジで分けて利用することができます。
サブネット内でネットワークを割り当ててセキュリティやルーティング、外部アドレスの割当有無などを調整することができ
ます。
R-CCSから割り当てられたネットワークアドレスレンジ内で、利用方法やセキュリティに関する制限等、複雑な利用を予定し
ていない場合は
VCNに設定した割当 IPアドレス (CIDRブロック)と同じ値を設定することを推奨いたします。

(1) 前項で作成した VCNを選択

(2) サブネットの作成を選択

VCNのページからサブネットの作成ボタンを押下してください
本例では VCN名は OracleCloudFastConnectServiceVCNとしています。

26 第 6 章利用手順
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(3) サブネットを作成

CIDRは VCNに設定した CIDRの範囲で設定可能です。
(特段利用ネットワークを分離する必要がないなら、VCNに入力したものと同じ CIDRを入力してください)

本例ではサブネット名は OracleCloudFastConnectServiceSubnetとしています。
本例ではサブネットアクセスはプライベート・サブネットとしていますが、外部（R-CCS以外）からのアクセスを
行う場合はパブリック・アクセスを選択してください。

(4) サブネットが作成されたことを確認

6.1. インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合 27
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LPG(ローカルピアリングゲートウェイ)設定

R-CCSテナントとご利用者様が作成したコンパートメントを接続するために仮想ゲートウェイ Local Peering

Gateway(LPG)を作成します。
後ほど作成するルート表を設定し LPGにルーティングさせることで、リソースからの通信を R-CCSテナントを
経由させる
(R-CCSテナントから富岳・R-CCS HPCI共用ストレージへ専用線を利用して通信する)ことができます。
ピアリングを行う際は、Admin権限を持つユーザまたは接続用グループ権限を設定したユーザで実施いただきま
すようお願いいたします。

Local Peering Gateway(LPG)について

Oracleデータセンタ内や VCN内の仮想ネットワーク内で、仮想ネットワーク間を接続するための仮想ゲートウェイです。
R-CCSテナントでも LPGを用意しており、本設定で LPGを作成すると R-CCSテナントと LPGを経由して R-CCSテナント
を経由 (して R-CCSへの)通信が可能 (*1)になります。
*1 通信には後述するルーティング設定も必要となります。

(1) VCNを選択後ローカルピアリングゲートウェイを選択

(2) ローカルピアリングゲートウェイの作成を選択

28 第 6 章利用手順
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(2) LPGを作成

LPG名は OracleCloudFastConnectServiceLPGとしています。

(3) ピアリングを設定

作成した LPGの右「...」部から「ピアリング接続の確立」を選択
本作業を行うユーザは、Admin権限または接続用グループ (例:Requester Group)を設定したユーザで実施いただ
くようお願いいたします。
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「ローカル・ピアリング・ゲートウェイの OCIDの入力」を選択し、メールに記載された R-CCS LPG OCIDを入
力してください。
その後「ピアリング接続の確立」を押して設定を完了してください。

(4) ピアリングしたことを確認

状態が「使用可能」、ピアリングステータスが「ピアリング済」であることを確認してください。
しばらくなっても状態が変わらない場合は、oci-rccs@ml.riken.jpへ問い合わせてください。

SG(サービスゲートウェイ)設定

サブネット内に作成するインスタンスと、オブジェクトストレージを接続するための仮想ゲートウェイを作成し
ます。
本設定をしないと、インスタンス (仮想バーチャルマシン等)からオブジェクトストレージへのアクセスができま
せん。

(1) VCNを選択後サービスゲートウェイを選択しサービスゲートウェイの作成を選択
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(2) SGを作成

SG名は OracleCloudFastConnectServiceSGとしています。
サービスは All NRT Services In Oracle Services Networkを選択してください

(3) 状態が使用可能になったことを確認
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6.1.5 テナント設定-ルーティング設定

前項で設定した仮想クラウドネットワークのルーティングを行うため、ルーティング表の作成を行います。
本書では主に以下 3つのルーティングを設定する例を記載します。

(1)インスタンスから R-CCS(富岳)への通信
(2)インスタンスから R-CCS(HPCI共用ストレージ)への通信
(3)インスタンスとオブジェクトストレージの通信

ルート表について

通信経路を設定するためのルールを記載します。
本書では富岳・HPCI共用ストレージからの通信を LPGを経由してリソースへ通すためのルーティングルールや
オブジェクトストレージとの通信のルーティングを設定します。
外部への通信や、異なるテナント間の通信などを行う場合は、別途ルーティング表およびルールを作成して
ください。

ルート表の作成

LPGおよび SGとサブネット間の通信許可のルート表を作成 (以下 RCCS-FC-LPG-SN)します。

(1) VCN画面からルート表からルート表を作成を選択
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(2) 作成画面で名前を入力後、追加のルートルールを選択

(3) ルート表を作成

ルート表は OracleCloudFastConnectServiceRTとしています。
追加のルートルールに以下の 3つのルールを設定します。

(1) インスタンスから R-CCS(富岳)への通信

ターゲットタイプ: ローカルピアリングゲートウェイを選択
宛先 CIDR: 134.160.188.0/24

コンパートメント: コンパートメント名 (例では RequestorComp)を選択
ターゲットローカルピアリングゲートウェイ: サブネットに作成した LPG名を選択
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(2) インスタンスから R-CCS(HPCI共用ストレージ)への通信

ターゲットタイプ: ローカルピアリングゲートウェイを選択
宛先 CIDR: 134.160.187.0/24

コンパートメント: コンパートメント名 (例では RequestorComp)を選択
ターゲットローカルピアリングゲートウェイ: サブネットに作成した LPG名を選択

(3) インスタンスとオブジェクトストレージの通信

ターゲットタイプ: サービスゲートウェイを選択
宛先サービス: All NRT Services In Oracle Services Network

コンパートメント: コンパートメント名 (例では RequestorComp)を選択
ターゲットサービスゲートウェイ: サブネットに作成した SG名を選択

(4) 作成したルート表を確認
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ルート表の紐付け

作成したルート表をサブネットへ紐付けます。
紐付けると、サブネットで設定したネットワークアドレスと R-CCS(富岳・HPCI)とが接続され、通信が可能にな
ります。
また、インスタンスとオブジェクトストレージへのあくっすが可能になります。

(1) VCNページからサブネット選択

(2) 作成したサブネットの編集を選択

例ではサブネットは OracleCloudFastConnectServiceSubnetとしています。
右項から編集を選択してください

(3) 作成したルート表を選択

例ではルート表は OracleCloudFastConnectServiceRTとしています。
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(4) ルート表が設定したものになったことを確認

6.1.6 動作確認-インスタンス

インスタンスが FastConnectに接続され、富岳・HPCIからアクセスできるかを確認します。

インスタンス作成

富岳ログインノードから管理用アドレスを利用しアクセスができるインスタンスの作成方法例です。

(1) メニューからインスタンスを選択

(2) R-CCS接続向けに作成したコンパート名を選択 (例では RequestorComp)

(3) インスタンス作成を選択
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SSH公開鍵を登録してインスタンスを作成します。

(4) プロビショニング完了を待ち、管理用アドレスが紐付けられることを確認

インスタンスのアクセス確認

前項で作成したインスタンスの動作確認を行う手順です。

(1) 富岳ログインノードにログイン

インスタンスへ SSHログインする場合は ssh -Aなどで SSHフォワーディングしてください。

(2) 登録した (フォワーディングした)SSH鍵を利用してインスタンスに SSHログイン

$ ssh 172.30.XX.XX

(3) 作成したログインできることを確認
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OCIコマンドを利用したインスタンの作成およびアクセス確認

Oracle Cloud Infrastructerが提供している OCIコマンドを利用することで
コマンドでインスタンスや Object Storageの bucketを作成してアクセスすることができます。
OCIコマンドはローカルに簡単にインストールできます。
本項では OCIコマンドをインストールし、インスタンスを OCIコマンドで作成してアクセスし、削除する手順を
説明します。

(1) 富岳ログインノードまたは R-CCS HPCIログインノードへログイン

富岳のログインノードは 2021/03/09時点では以下が稼働しています。

• login.fugaku.r-ccs.riken.jp *以下にロードバランスされます。

– login1.fugaku.riken.jp

– login2.fugaku.riken.jp

– login3.fugaku.riken.jp

– login4.fugaku.riken.jp

– login5.fugaku.riken.jp

– login6.fugaku.riken.jp

• csgw.fugaku.r-ccs.riken.jp *以下にロードバランスされます。

– csgw1.fugaku.riken.jp

– csgw2.fugaku.riken.jp

この内、csgw.fugaku.r-ccs.riken.jpをご利用いただくことで、
転送に制限を受けずに富岳ストレージとクラウド間でデータ転送を行うことが可能です。
また、csgw.fugaku.r-ccs.riken.jpには共用ストーレジのクライアント環境もインストールされています。
このため、共用ストレージと富岳ストーレジと OCIそれぞれにデータを転送することが可能です。

$ ssh csgw.fugaku.r-ccs.riken.jp

共用ストレージをご利用の方は、R-CCS共用ストレージログインノードを利用することも可能です。
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共用ストレージログインノードは 2021/03/09時点で以下が準備されています。

• hpciss04.r-ccs.riken.jp (汎用機)

• hpciss05.r-ccs.riken.jp (汎用機)

• hpciss06.r-ccs.riken.jp (汎用機)

• das.r-ccs.riken.jp (GPGPU・大容量メモリ搭載計算システムログインノード)

ログインノードへは、GSI-SSHを利用してログインが可能です。
また、ローカルアカウントおよび SSH公開鍵ログインの申請を行うことで、SSH公開鍵認証を行いログインする
ことも可能です。申請方法については以下をご参照ください。
https://www.hpci-office.jp/info/pages/viewpage.action?pageId=201525760

das.r-ccs.riken.jp(GPGPU・大容量メモリ搭載計算システムログインノード)には次の計算ノードが接続されてい
ます。
これらは共用ストレージのユーザでしたら誰でもご利用いただけます。
特に das{01..04}には NVIDIA T100 GPUが搭載されており、可視化や計算にご利用いただけます。
各計算ノードには共用ストレージのクライアントもインストールされており、計算ノードから直接共用ストレージ
をご利用いただくことが可能です。(もちろん OCIクライアントをインストールすることで高速に OCIへのデー
タ転送が可能です)

• 計算ノード* das01.r-ccs.riken.jp * das02.r-ccs.riken.jp * das03.r-ccs.riken.jp * das04.r-ccs.riken.jp *

hpciss02.r-ccs.riken.jp * hpciss03.r-ccs.riken.jp

(2) OCIコマンドのインストール

OCIコマンドは以下を実行することでローカルにインストールが可能です。
2021/03/09時点では共用ストレージログインノードでは、pipやパッケージのインストールが行われるため
インストールに少々時間がかかります。
インストールによりシェルの設定ファイルに OCIコマンドの PATHを通す設定が追加されます。
このため、実行結果にも記載れている通り、インストール後に"exec -l $SHELL"を実行してシェルの設定ファイル
を再読み込みしてください。
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$ bash -c "$(curl -L https://raw.githubusercontent.com/oracle/oci-cli/master/

↪→scripts/install/install.sh)"

% Total % Received % Xferd Average Speed Time Time Time Current

Dload Upload Total Spent Left Speed

100 17208 100 17208 0 0 102k 0 --:--:-- --:--:-- --:--:-- 103k

******************************************************************************
You have started the OCI CLI Installer in interactive mode. If you do not wish

to run this in interactive mode, please include the --accept-all-defaults option.

If you have the script locally and would like to know more about

input options for this script, then you can run:

./install.sh -h

If you would like to know more about input options for this script, refer to:

https://github.com/oracle/oci-cli/blob/master/scripts/install/README.rst

******************************************************************************
Downloading Oracle Cloud Infrastructure CLI install script from https://raw.

↪→githubusercontent.com/oracle/oci-cli/v2.14.4/scripts/install/install.py to /tmp/

↪→oci_cli_install_tmp_B5uW.

######################################################################## 100.0%

<snip>

-- ** Run `exec -l $SHELL` to restart your shell. **
--

-- Installation successful.

-- Run the CLI with /home/<user>/bin/oci --help

$

$ exec -l $SHELL

$

(3) OCIコマンドの設定

OCIコマンドの設定を行います。
OCIコマンドの設定ファイル以下のコマンドで作成できます。
ユーザやテナントの OCIDはWebUIにログインして、取得してください。

$ oci setup config

Enter a location for your config [/home/<user>/.oci/config]:

- コンフィグファイルのパスを指定します。何も入力しない場合は~/.oci/configが作成されます。
Enter a user OCID: ocid1.user.oc1....

- ご自身の OCIユーザアカウントの OCIDを記載してください。WebUIにログインして取得する必要がありま
す。
Enter a tenancy OCID: ocid1.tenancy.oc1..

↪→aaaaaaaalycfhttkn5rxeu44yxkrmmhwfsj3siqyxjvld336inu5grvy7kka

- ご自身が利用するテナントの OCIDを記載してください。WebUIにログインして取得する必要があります。
Enter a region by index or name(e.g.

1: ap-chiyoda-1, 2: ap-chuncheon-1, 3: ap-hyderabad-1, 4: ap-melbourne-1, 5: ap-

↪→mumbai-1,
(次のページに続く)
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6: ap-osaka-1, 7: ap-seoul-1, 8: ap-sydney-1, 9: ap-tokyo-1, 10: ca-montreal-1,

<snip>

26: us-gov-phoenix-1, 27: us-langley-1, 28: us-luke-1, 29: us-phoenix-1, 30: us-

↪→sanjose-1): 9

- リージョンを指定します。FastConnectをご利用の場合は東京リージョン (ap-tokyo-1)を指定してくだ
さい。
Do you want to generate a new API Signing RSA key pair? (If you decline you will

↪→be asked to supply the path to an existing key.) [Y/n]: Y

- テナントアクセス用の RSA鍵を自動作成します。ここでは作成するように"Y"を指定しています。
Enter a directory for your keys to be created [/home/<user>/.oci]:

- RSA鍵の保存するディレクトリパスを指定してください。何も入力しない場合は~/.oci/configが選択され
ます。
Enter a name for your key [oci_api_key]:

- RSA鍵の名前を指定してください。本例ではデフォルト (何も入力しない)の oci_api_keyとしています。
Public key written to: /home/<user>/.oci/oci_api_key_public.pem

Enter a passphrase for your private key (empty for no passphrase):

Repeat for confirmation:

- RSA鍵のパスワードを入力してください。
Private key written to: /home/<user>/.oci/oci_api_key.pem

Fingerprint: a0:02:18:ad:5d:a5:67:40:b5:1a:a0:85:b0:b6:fd:60

Do you want to write your passphrase to the config file? (if not, you will need

↪→to supply it as an argument to the CLI) [y/N]: y

- "y"を指定すると、RSA鍵のパスフレーズがコンフィグファイルに記載されます (特段暗号化せずに記載される
のでご注意ください)
Config written to /home/<user>/.oci/config

setup configを行うと次のような設定ファイルが作成されます。

$ cat .oci/config

[DEFAULT]

user=ocid1.user.oc1..

fingerprint=a0:02:18:ad:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX:85:b0:b6:fd:60

key_file=/home/<user>/.oci/oci_api_key.pem

tenancy=ocid1.tenancy.oc1..

region=ap-tokyo-1

pass_phrase=<pass>

また、.oci/configには oci_cli_rcといった設定ファイルを作成することができます。
ここでは、ociコマンドのオプションに指定するコンパートメントの OCIDなどを記載し、
コマンド実行時に省略することができます。
以下は、コンパートメントの OCIDを設定する例です。
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$ vim .oci/oci_cli_rc

[DEFAULT]

compartment-id=ocid1.compartment.oc1......

設定が完了したら、作成した鍵ファイル (以下 OCI API Key)をWebUIでユーザに紐付ける必要があります。
OCI API Keyの公開鍵はデフォルトのパスで作成した場合は以下に作成されています。

$ cat ~/.oci/oci_api_key_public.pem

OCIコマンドでアクセスをするために OCI API Keyを紐付けます。
WebUIにログインして、ユーザ→ご自身のアカウントを選択してください。
※本例ではユーザ名を OracleCloudFastConnectUserとしています。適宜置き換えてください。

APIキーの項目を選択してください

42 第 6 章利用手順



Oracle Cloud FastConnect Service, リリース 1.0.3

公開キーの追加から作成した OCI API Public Key(oci_api_key_public.pem)を追加してください。
コピー&ペーストでも追加可能です。

設定と紐付け作業が完了したら次のコマンドを実行してご自身のユーザ情報が取得できることをご確認ください。
<oci_user>には OCIのご自身のユーザ名を入力してください。

$ oci iam user list --name <oci_user>

{

"data": [

{

"capabilities": {

(次のページに続く)

6.1. インスタンスとオブジェクトストレージをご利用の場合 43



Oracle Cloud FastConnect Service, リリース 1.0.3

(前のページからの続き)

"can-use-api-keys": true,

"can-use-auth-tokens": true,

"can-use-console-password": true,

"can-use-customer-secret-keys": true,

"can-use-o-auth2-client-credentials": true,

"can-use-smtp-credentials": true

},

"compartment-id": "ocid1.tenancy.oc1......

"defined-tags": {

"Oracle-Tags": {

"CreatedBy": "ocid1.saml2idp.oc1.....

"CreatedOn": "2020-02-12T01:16:43.685Z"

}

},

"description": ""

"email": "XXXX@riken.jp",

"email-verified": true,

"external-identifier": null,

"freeform-tags": {},

"id": "ocid1.user.oc1.......

"identity-provider-id": null,

"inactive-status": null,

"is-mfa-activated": false,

"last-successful-login-time": "2021-03-16T00:07:01.567000+00:00",

"lifecycle-state": "ACTIVE",

"name": "<oci_user>",

"previous-successful-login-time": null,

"time-created": "2020-02-12T01:16:43.808000+00:00"

}

]

}

$

(4) OCIコマンドでインスタンスを作成しログイン

OCIコマンドを利用してインスタンスを作成し、前項で作成した公開鍵でログインする手順です。
まずは、コンパートメントの OCIDを取得します。
FastConnectに接続したコンパートメントの OCIDを取得してください。
前項でコンパートメントの OCIDを設定ファイルに記載した場合は本作業は省略して構いません。

$ oci iam compartment list

{

"data": [

(次のページに続く)
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{

"compartment-id": "ocid1.tenancy.oc1.....

<snip>

},

{

"compartment-id": "ocid1.tenancy.oc1.....

"defined-tags": {

<snip>

},

"description": ""

"freeform-tags": {},

"id": "ocid1.compartment.oc1.... <- FastConnect接続コンパートメントの OCID

<snip>

"name": "<COMPARTMENT_NAME>", <- FastConnect接続コンパートメント名を確認
してください
<snip>

},

以下の通り上記で確認したコンパートメントにインスタンスを作成します。
利用可能なイメージ (OS)のリストを取得します。

$ oci compute image list -c <compartment-id>

<snip>

{

"agent-features": null,

"base-image-id": null,

"compartment-id": null,

"create-image-allowed": true,

"defined-tags": {},

"display-name": "Oracle-Linux-8.3-2020.12.17-0",

"freeform-tags": {},

"id": "ocid1.image.oc1.ap-tokyo-1.

↪→aaaaaaaakpfqgimyvpzw6xbdvtqd2cp7sxianqx5azyaqfsmjxdjy6pudloq",

"launch-mode": "NATIVE",

"launch-options": {

"boot-volume-type": "PARAVIRTUALIZED",

"firmware": "UEFI_64",

"is-consistent-volume-naming-enabled": true,

"is-pv-encryption-in-transit-enabled": true,

"network-type": "PARAVIRTUALIZED",

"remote-data-volume-type": "PARAVIRTUALIZED"

},

"lifecycle-state": "AVAILABLE",

"operating-system": "Oracle Linux",

(次のページに続く)
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"operating-system-version": "8",

"size-in-mbs": 47694,

"time-created": "2020-12-20T20:29:22.687000+00:00"

},

利用可能なシェイプ (仮想マシンやベアメタル)のリストを取得します。
もし欲しいシェイプがない場合は、WebUIから Oracleに利用したいシェイプを申請してください。

$ oci compute shape list -c <compartment-id>

<snip>

{

"gpu-description": null,

"gpus": 0,

"local-disk-description": null,

"local-disks": 0,

"local-disks-total-size-in-gbs": null,

"max-vnic-attachment-options": null,

"max-vnic-attachments": 2,

"memory-in-gbs": 15.0,

"memory-options": null,

"networking-bandwidth-in-gbps": 1.0,

"networking-bandwidth-options": null,

"ocpu-options": null,

"ocpus": 1.0,

"processor-description": "2.0 GHz Intel...",

"shape": "VM.Standard2.1"

},

インスタンス作成に必要な subnet-idと availability名を取得します。

$ oci network subnet list -c <compartment-id>

{

"data": [

{

<snip>

"cidr-block": "172.30.1.0/26", <- 設定した CIDRブロック
"compartment-id": "ocid1.compartment.oc1....

<snip>

},

"display-name": "OracleCloudFastConnectServiceSubnet", <- 設定した Subnet名
<snip>

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

"id": "ocid1.subnet.oc1.ap-tokyo-1..... <- OCID

<snip>

}

]

}

$ oci iam availability-domain list

{

"data": [

{

"compartment-id": "ocid1.tenancy.oc1....

"id": "ocid1.availabilitydomain.oc1. .....

"name": "jbxI:AP-TOKYO-1-AD-1"

}

]

}

インスタンスを作成します
正常に作成されると、作成されたインスタンスの情報が取得できます。

$ ssh-keygen

- アクセスするための公開鍵がない場合は作成してください
$ oci compute instance launch \

--availability-domain "<availability_domain_name ex: jbxI:AP-TOKYO-1-AD-1>" \

-c <compartment_id> \

--shape "<シェイプ名 ex:VM.Standard2.1>" \

--display-name "<instance_display_name ex: test-instance>" \

--image-id <image_id ex: ocid1.image.oc1.ap-tokyo-1.

↪→aaaaaaaakpfqgimyvpzw6xbdvtqd2cp7sxianqx5azyaqfsmjxdjy6pudloq> \

--ssh-authorized-keys-file ~/.ssh/id_rsa.pub \

--subnet-id <subnet_id>

{

"data": {

"agent-config": {

"are-all-plugins-disabled": false,

"is-management-disabled": false,

"is-monitoring-disabled": false,

"plugins-config": null

},

"availability-config": {

"recovery-action": "RESTORE_INSTANCE"

},

"availability-domain": "jbxI:AP-TOKYO-1-AD-1",

<snip>

"display-name": "test_instance",

(次のページに続く)
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"extended-metadata": {},

"freeform-tags": {},

"id": "ocid1.instance.oc1.ap-tokyo-1....."

"image-id": "ocid1.image.oc1.ap-tokyo-1.

↪→aaaaaaaakpfqgimyvpzw6xbdvtqd2cp7sxianqx5azyaqfsmjxdjy6pudloq",

"instance-options": {

"are-legacy-imds-endpoints-disabled": false

},

<snip>

(6) インスタンスへアクセス

作成したインスタンスの情報は以下で取得できます。
インスタンス OCIDを確認してください。

$ oci compute instance list -c <compartment-id>

<snip>

"display-name": "test_instance",

"extended-metadata": {},

"freeform-tags": {},

"id": "ocid1.instance.oc1.ap-tokyo-1.,,,,," <- インスタンス OCID

"image-id": "ocid1.image.oc1.ap-tokyo-1.

↪→aaaaaaaakpfqgimyvpzw6xbdvtqd2cp7sxianqx5azyaqfsmjxdjy6pudloq",

"instance-options": {

"are-legacy-imds-endpoints-disabled": false

},

<snip>

インスタンスの起動状況は instance getで取得できます。
オプションに instance idを指定してください。
lifecycle-stateが RUNNINGになっていればインスタンスが起動しています。

$ oci compute instance get --instance-id ocid1.instance.oc1.ap-tokyo-1..., 2>/dev/

↪→null | grep life

"lifecycle-state": "RUNNING",

続いて接続するための IPアドレスを取得します。
以下の例では 172.30.1.4が割り当てられています。
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$ oci compute instance list-vnics --instance-id ocid1.instance.oc1.ap-tokyo-1....

↪→2>/dev/null | grep ip

"private-ip": "172.30.1.4",

"public-ip": null,

"skip-source-dest-check": false,

sshコマンドを利用してログインを試します。
デフォルトのユーザは opcです。

$ ssh -i ~/.ssh/key opc@172.30.1.4

(7) ociコマンドでインスタンスを削除

作成したテナントを削除したい場合は以下 instance terminateを実行してください。

$ oci compute instance terminate --instance-id ocid1.instance.oc1.ap-tokyo-1....

6.1.7 動作確認-オブジェクトストレージ

バケットを作成し、富岳・HPCIからオブジェクトストレージにアクセスできるかを確認します。

バケットの作成

富岳・HPCIから FastConnect経由でアクセス可能なバケット作成手順です。
手順では通常のオブジェクトストレージを利用するようにしていますが、アーカイブストレージ等を利用する場合
は、適宜設定を変更してください。

(1) メニューからオブジェクトストレージを選択
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(2) R-CCS接続向けに作成したコンパート名を選択後、バケットの作成を選択

本書ではコンパートメント名を RequestorCompとしています。

(4) バケットを作成

名前は OracleCloudFastConnectServiceBucketとしています。
本書ではストレージ層を標準としています。アーカイブストレージを利用する場合はアーカイブを選択してくだ
さい。
また暗号化やイベント出力など、必要な機能があれば有効化してください。

(5) バケットが作成されたことを確認
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(5) OCIDを確認

OCIコマンドを利用して書き込みや読み出し、操作などを行うのに利用します。

オブジェクトストレージへのアクセス確認

富岳・HPCIから作成したオブジェクトストレージへのアクセスを確認します。
アクセスには OCIコマンドを利用します。

(1) ユーザ OCIDの取得

(1) メニューからユーザを選択

(2) データ転送を行うユーザを選択
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本例ではユーザ名を OracleCloudFastConnectUserとしています。適宜置き換えてください。

(3) OCIDを取得

(2) テナント OCIDの取得

(1) メニューからテナント詳細を選択

(2) OCIDを取得

(3) OCIコマンドを利用するための環境設定

本項目では R-CCSの富岳や HPCI共用ストレージログインノードへログインし、
OCIコマンドを利用してオブジェクトストレージを利用するための環境設定を行います。
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OCIコマンドは以下からダウンロードできます。
・https://github.com/oracle/oci-cli

OCIコマンドの詳細な利用方法については本書では扱いません。以下等をご参照ください。
・https://docs.cloud.oracle.com/en-us/iaas/tools/oci-cli/2.12.2/oci_cli_docs/

(1) 富岳または HPCI共用ストレージ (R-CCS拠点)のログインノードへログイン

$ ssh <hostname>

(2) oci setup configを実行し環境を設定

$ oci setup config

Enter a location for your config [/home/<username>/.oci/config]:

Enter a user OCID: <取得したユーザ OCIDを入力してください>
Enter a tenancy OCID: <取得したテナント OCIDを入力してください>
Enter a region : ap-tokyo-1

Do you want to generate a new RSA key pair? (If you decline you will be asked

↪→to supply the path to an existing key.) [Y/n]: Y

Enter a directory for your keys to be created [/home/<username>/.oci]: <デフォル
トでは~/.ociにコンフィグファイルおよびアクセスキーが作成されます>
Enter a name for your key [oci_api_key]: <Enter>

Enter a passphrase for your private key (empty for no passphrase): <アクセスの際
にパスワードを設定する場合は入力してください>
Config written to /home/<username>/.oci/config

(3) 作成された OCI API Public Keyを確認

$ cat ~/.oci/oci_api_key_public.pem

(3) OCI API Keyをユーザに紐付け

OCIコマンドでアクセスをするために OCI API Keyを紐付けます。

(1) メニューからユーザを選択

(2) データ転送を行うユーザを選択

本例ではユーザ名を OracleCloudFastConnectUserとしています。適宜置き換えてください。
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(3) APIキー項目を選択

(4) 公開キーの追加から環境設定で作成した OCI API Public Key(oci_api_key_public.pem)を追加

(5) APIキーが追加されたことを確認

(4) OCIコマンドでバケットへの書き込み

OCIコマンドを利用して、富岳・HPCI共用ストレージ (R-CCS拠点)のログインノードへデータを書き込み・読
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み出す例です。

(1) 富岳または HPCI共用ストレージ (R-CCS拠点)のログインノードへログイン

$ ssh <hostname>

(2) テストファイルの書き込み

テストファイル・ディレクトリを作成して、バケットに書き込みを行う例です。

OCI書き込みコマンド

$ oci os object bulk-upload -bn <作成したバケット名> --src-dir <アップロードす
るディレクトリのパス>

"~/src_testdir"を OracleCloudFastConnectServiceBucketバケットに書き込む例

$ oci os object bulk-upload -bn OracleCloudFastConnectServiceBucket --

↪→src-dir ~/src_testdir

(3) テストファイルの読み出し

バケットに書き込んだ全てのファイルを読み出す例です。

OCI読み出しコマンド

$ oci os object bulk-download -bn <作成したバケット名> --download-dir <テスト
ファイルをダウンロードするパス>

OracleCloudFastConnectServiceBucketバケットのファイルを"~/dest_testdir"に読み出す
例

$ oci os object bulk-upload -bn OracleCloudFastConnectServiceBucket --

↪→src-dir ~/dest_testdir
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6.2 オブジェクトストレージのみをご利用の場合

6.2.1 申請前準備

接続用グループ (IAMグループ)作成

ご利用者様のテナントと R-CCSテナントとを接続するためには、接続用グループの作成が必要です。
本手順では接続用グループ名を「RequestorGroup」として作成します (異なるグループ名で作成された場合は、作
成されたグループ名

に置き換えて作業を行ってください)。|本手順で作成したグループの OCIDは申請時に必要ですので、OCIDを取
得して控えてください。

OCIDについて

OCIDはオラクルクラウドのリソースに紐付く IDです。
R-CCS FastConnect向けテナントと、ユーザのテナントとを結びつけて、FastConnectの利用を許可するためには、
ユーザが作成したグループおよびテナントの OCIDを R-CCS FastConnectテナントに紐づける必要があります。

(1) メニューからグループを選択
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(2) グループの作成を選択

(3) グループを作成

本例では"RequestorGroup"としています。
入力後、作成を押下してください。

(4) グループをユーザに紐付け

作成したグループ (本例では"RequestorGroup"をユーザに紐づけてください)

メニューからユーザを選択しご自身のユーザを選択、または右上からご自身のユーザ名を選択し、ユーザ設定に遷
移し、グループを設定してください。
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(5) グループ OCIDを取得

申請時に利用しますので OCIDを控えてください。
OCI項目の表示またはコピーを選択してください。

テナントの OCID取得

申請に利用するテナントの OCIDの取得します。

(1) 右上のメニューからテナントを選択

(2) OCIDを取得
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申請時に利用しますので OCIDを控えてください。
OCI項目の表示またはコピーを選択してください。

6.2.2 利用申請

R-CCSへ以下のフォーマットで申請メールを送付してください。
R-CCS側で FastConnect接続向けの準備・設定作業を行います。
申請後、R-CCS側の準備・設定が完了しましたら R-CCS設定完了メールが返信されます。

利用申請フォーマット

ご利用いただくためには、申請フォームでの記入または、申請書を提出が必要です。
申請フォームでの記入の場合、メールアドレスや連絡先に間違いがありますと返信ができなくなりますのでご注意
ください。

(1) 申請フォームを利用する場合

以下申請フォームをご利用いただけます。
記載内容は後述の「申請用紙を利用する場合」の例をご参照ください。

• https://docs.google.com/forms/d/1xifEL8fxnWHeCjm1WchWqSTn_zZ4fbL-Z7BNmF1wWIk/edit

(2) 申請用紙を利用する場合

以下より申請書をダウンロードし、情報を記入後 oci-rccs@ml.riken.jpメーリングリストに PDF形式で添付しご
連絡ください。
もし申請情報について不明点などがございましたら上記メーリングリストまでご連絡ください。

• 申請書Word形式: https:///hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/ocisf-application-form.docx
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• 申請書 PDF形式 : https:///hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/ocisf-application-form.pdf

申請書記載例

■ メール例

To: oci-rccs@ml.riken.jp

Subject: オラクルクラウド FastConnect 利用申請 (<テナント名>)
--

オラクルクラウド FastConnect利用を申請します。
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R-CCSから送付される設定完了メール例

割り当て IPアドレスはインスタンス利用を「利用する」にした場合のみ提供されます。

From: oci-rccs@ml.riken.jp

To: <ご利用者様のご連絡先>
Subject: R-CCS Fast Connectを利用する準備ができました (<テナント名> 設定完了連絡)
--

ご利用者様

Oracle Cloud FastConnect Serviceをご利用できる状態になりましたのでお知らせいたします。

・R-CCSテナント OCID : .... (後ほど利用者様テナントに接続用ポリシーを設定いただく際に利用します)
・R-CCS LPG OCID : .... (後ほど利用者様 LPGでピアリングを設定いただく際に利用します)
・割り当て IPアドレス: 172.30.XX.XX - 172.30.XX.XX (172.30.XX.XX/XX)

設定につきましては、以下手順をご参照ください。
・https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/html

質問などがございましたら oci-rccs@ml.riken.jp までご連絡ください。
--

R-CCS Oracle Cloud FastConnect Service担当
oci-rccs@ml.riken.jp

6.2.3 テナント設定-コンパートメントおよびポリシ設定

コンパートメント作成

R-CCSテナントとの接続を行うコンパートメントを作成します。
本項で作成したコンパートメントに後の手順で作成する VCN(Virtual Cloud Network)を紐付け、インスタンス (仮
想マシンやベ
アメタル)を作成すると、R-CCSから提要された
プライベート IPアドレスを利用して富岳や R-CCSの HPCI共用ストレージログインノードなどからのアクセス
が可能になります。
また、その際のデータ通信量が無料になります。
本コンパートメント外に作成した (VCNに紐付かない)インスタンスや、R-CCS外からのアクセスは通信量が無
料になりませんのでご注意ください。

コンパートメントについて

オラクルクラウドでは、リソースを「コンパートメント」ごとに分けて利用することが可能です。
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

コンパートメントごとにポリシーやネットワーク、アクセス権限を設定することが可能です。
コンパートメントは親子関係を取ることができます。
テナントのデフォルトのコンパートメントはルートコンパートメントとなっており、ルートコンパートメント
以外のコンパートメントはルートコンパートメントの子コンパートメントになります。
本手順書ではルートコンパートメント直下に Oracle Cloud FastConnct Serviceのための ReuestorCompコン
パートメント
を作成し R-CCSのテナントと接続することでオラクルクラウドと R-CCS間の専用回線を利用することが可能になります。

ポリシーについて

オラクルクラウドのリソースへのアクセス権限などを設定できます。
Oracle Cloud FastConnect Serviceでは R-CCS管理テナントとご利用者様のテナント間を接続する必要がありま
す。
接続には、ポリシーを利用してアクセス権限を設定する必要があります。
作成ポリシーをコンパートメントに設定することで設定したコンパートメント内でオラクルクラウドと R-CCS間の専用線に
よる
通信 (Oracle Cloud FastConnct Service)が利用可能になります。

(1) メニューからポリシーを選択

(2) ルートコンパートメントを選択

(3) コンパートメント作成を選択
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(4) コンパートメントを作成

(5) 作成されたコンパートメントを確認

正常に作成されたことを確認してください。

ポリシ作成および設定

R-CCSテナントと接続するためのポリシールールを設定します。
前項で作成したコンパートメントと R-CCSテナント間の通信を許可するためのポリシールールの設定を行います。
ポリシでは前項で利用したコンパートメントのコンパートメント名を記載する必要があります。

(1) メニューからポリシーを選択
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(2) ポリシーの作成を選択

(3) ポリシーを作成

ステートメントには以下を入力してください。
R-CCSテナント OCIDはメールで受け取った値を入力してください。
コンパートメント名とグループ名は、前項で作成したコンパートメントとグループの名前を入力してください。

ステートメント設定内容 (<...>の箇所は適切な値に置き換えてください)
ステートメント 1:

Define tenancy Acceptor as <R-CCSテナント OCID>

ステートメント 2:

Allow group <グループ名> to manage local-peering-from in compartment <コンパートメント名>
ステートメント 3:

Endorse group <グループ名> to manage local-peering-to in tenancy Acceptor

ステートメント 4:

Endorse group <グループ名> to associate local-peering-gateways in compartment <コンパー
トメント名> with local-peering-gateways in tenancy Acceptor

本手順書通りに作成した場合、グループ名およびコンパート名は以下になります。
・グループ名　: RequestorGroup

・コンパート名: RequestorComp
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本手順通りのグループ名・コンパート名で作成した場合のステートメント設定内容
ステートメント 1:

Define tenancy Acceptor as <R-CCSテナント OCID>

ステートメント 2:

Allow group RecestorGroup to manage local-peering-from in compartment RequestorComp

ステートメント 3:

Endorse group RecestorGroup to manage local-peering-to in tenancy Acceptor

ステートメント 4:

Endorse group RecestorGroup to associate local-peering-gateways in compartment

↪→RequestorComp with local-peering-gateways in tenancy Acceptor

(4) 設定を確認
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6.2.4 動作確認-オブジェクトストレージ

バケットを作成し、富岳・HPCIからオブジェクトストレージにアクセスできるかを確認します。

バケットの作成

富岳・HPCIから FastConnect経由でアクセス可能なバケット作成手順です。
手順では通常のオブジェクトストレージを利用するようにしていますが、アーカイブストレージ等を利用する場合
は、適宜設定を変更してください。

(1) メニューからオブジェクトストレージを選択

(2) R-CCS接続向けに作成したコンパート名を選択後、バケットの作成を選択

本書ではコンパートメント名を RequestorCompとしています。

(4) バケットを作成

名前は OracleCloudFastConnectServiceBucketとしています。
本書ではストレージ層を標準としています。アーカイブストレージを利用する場合はアーカイブを選択してくだ
さい。
また暗号化やイベント出力など、必要な機能があれば有効化してください。
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(5) バケットが作成されたことを確認

(5) OCIDを確認

OCIコマンドを利用して書き込みや読み出し、操作などを行うのに利用します。
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オブジェクトストレージへのアクセス確認

富岳・HPCIから作成したオブジェクトストレージへのアクセスを確認します。
アクセスには OCIコマンドを利用します。

(1) ユーザ OCIDの取得

(1) メニューからユーザを選択

(2) データ転送を行うユーザを選択

本例ではユーザ名を OracleCloudFastConnectUserとしています。適宜置き換えてください。

(3) OCIDを取得

(2) テナント OCIDの取得

(1) メニューからテナント詳細を選択

(2) OCIDを取得
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(3) OCIコマンドを利用するための環境設定

本項目では R-CCSの富岳や HPCI共用ストレージログインノードへログインし、
OCIコマンドを利用してオブジェクトストレージを利用するための環境設定を行います。
OCIコマンドは以下からダウンロードできます。
・https://github.com/oracle/oci-cli

OCIコマンドの詳細な利用方法については本書では扱いません。以下等をご参照ください。
・https://docs.cloud.oracle.com/en-us/iaas/tools/oci-cli/2.12.2/oci_cli_docs/

(1) 富岳または HPCI共用ストレージ (R-CCS拠点)のログインノードへログイン

$ ssh <hostname>

(2) oci setup configを実行し環境を設定

$ oci setup config

Enter a location for your config [/home/<username>/.oci/config]:

Enter a user OCID: <取得したユーザ OCIDを入力してください>
Enter a tenancy OCID: <取得したテナント OCIDを入力してください>
Enter a region : ap-tokyo-1

Do you want to generate a new RSA key pair? (If you decline you will be asked

↪→to supply the path to an existing key.) [Y/n]: Y

Enter a directory for your keys to be created [/home/<username>/.oci]: <デフォル
トでは~/.ociにコンフィグファイルおよびアクセスキーが作成されます>
Enter a name for your key [oci_api_key]: <Enter>

Enter a passphrase for your private key (empty for no passphrase): <アクセスの際
にパスワードを設定する場合は入力してください>
Config written to /home/<username>/.oci/config

(3) 作成された OCI API Public Keyを確認
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$ cat ~/.oci/oci_api_key_public.pem

(3) OCI API Keyをユーザに紐付け

OCIコマンドでアクセスをするために OCI API Keyを紐付けます。

(1) メニューからユーザを選択

(2) データ転送を行うユーザを選択

本例ではユーザ名を OracleCloudFastConnectUserとしています。適宜置き換えてください。

(3) APIキー項目を選択

(4) 公開キーの追加から環境設定で作成した OCI API Public Key(oci_api_key_public.pem)を追加
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(5) APIキーが追加されたことを確認

(4) OCIコマンドでバケットへの書き込み

OCIコマンドを利用して、富岳・HPCI共用ストレージ (R-CCS拠点)のログインノードへデータを書き込み・読
み出す例です。

(1) 富岳または HPCI共用ストレージ (R-CCS拠点)のログインノードへログイン

$ ssh <hostname>

(2) テストファイルの書き込み

テストファイル・ディレクトリを作成して、バケットに書き込みを行う例です。

OCI書き込みコマンド

$ oci os object bulk-upload -bn <作成したバケット名> --src-dir <アップロードす
るディレクトリのパス>

"~/src_testdir"を OracleCloudFastConnectServiceBucketバケットに書き込む例

$ oci os object bulk-upload -bn OracleCloudFastConnectServiceBucket --

↪→src-dir ~/src_testdir

(3) テストファイルの読み出し

バケットに書き込んだ全てのファイルを読み出す例です。
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OCI読み出しコマンド

$ oci os object bulk-download -bn <作成したバケット名> --download-dir <テスト
ファイルをダウンロードするパス>

OracleCloudFastConnectServiceBucketバケットのファイルを"~/dest_testdir"に読み出す
例

$ oci os object bulk-upload -bn OracleCloudFastConnectServiceBucket --

↪→src-dir ~/dest_testdir
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第 7章

R-CCS OCI FastConnect Service関連資料

7.1 本サービスの概要

• https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/02-Inreoduction_OracleCloudFastConnectService.pdf

7.2 ハンズオン資料

• 2020/07/29(水)開催

• https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/Hands-On-01-Compute_100_jp_master.pdf

• https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/Hands-On-02-Virtual_Cloud_Network_100_jp_

master.pdf

• https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/Hands-On-03-Object_Storage_100_jp_master.pdf

• 2020/12/23(水)開催

• https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20201223/00_program.pdf

• https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20201223/01_OracleCloudInfrastructure_OCI.pdf

• https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20201223/02_OracleCloudFastConnectService_Briefing02.

pptx

https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/02-Inreoduction_OracleCloudFastConnectService.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/Hands-On-01-Compute_100_jp_master.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/Hands-On-02-Virtual_Cloud_Network_100_jp_master.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/Hands-On-02-Virtual_Cloud_Network_100_jp_master.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20200729/Hands-On-03-Object_Storage_100_jp_master.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20201223/00_program.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20201223/01_OracleCloudInfrastructure_OCI.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20201223/02_OracleCloudFastConnectService_Briefing02.pptx
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/briefing/20201223/02_OracleCloudFastConnectService_Briefing02.pptx
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第 8章

OCI関連資料

8.1 OCIドキュメント

• OCIドキュメント (日本語)

• OCIドキュメント (英語)

• OCIチュートリアル

• OCI APIドキュメント

• OCI CLIドキュメント

• OCI Portalの利用方法、課金方法の等説明

8.2 OCI概要資料等

• OCI公式説明資料

• HPC向け OCIの紹介資料

• 初めてのオラクルクラウド

• オラクルクラウドサポートサービスのご案内

• OCI FastConnectドキュメント

• OCI Blog(技術情報 Blog)

• OCI活用情報

https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/home.htm
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/home.htm
https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/api/
https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/API/Concepts/cliconcepts.htm
https://community.oracle.com/tech/developers/discussion/474292/oracle-cloud-platform-%E3%81%94%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89-%E4%BD%BF%E3%81%84%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%9F%E3%81%A0%E3%81%8F%E6%96%B9%E3%81%B8-onboarding-session
https://www.oracle.com/jp/cloud/
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/doc/OCI_for_HPC_20210526.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/doc/OnBsession_OracleCloud_introduction.pdf
https://hudtech.r-ccs.riken.jp/ocisf/doc/OnBsession_SupportService.pdf
https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/Network/Concepts/fastconnect.htm
https://blogs.oracle.com/oracle4engineer/
https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
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第 9章

問い合わせ先

oci-rccs@ml.riken.jp

mailto:oci-rccs@ml.riken.jp
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